
LinkedIn Learningの特長

内容

特長

米国SNSプラットフォーム「LinkedIn」における、世界中13億人のビックデータとAIを活用し、学習を「個人の
キャリア形成」や「企業の成長戦略」と直結させるスキルプラットフォーム。

●最新トレンドに合わせた、ポジション・スキルの提示
●学習者のキャリアパスに基づいたスキルとコースのレコメンド
●最新のスキルトレンドを元にしたコース提供
●体系立てたコース企画により、MECEなコース体系

コース・
コンテンツ概要

世界中13億人のビックデータをもとに自社企画、制作されたグローバルスタンダードなコースを提供。
担当講師は厳しい審査プロセスを経た業界エキスパート、トップMBAの教授など。

得意分野
ビジネスパーソンのための「体系的な能力開発」

⇒ビジネス/ヒューマン/マネジメント/AI

コースカテゴリ

●ビジネス
リーダーシップ・マネジメント、キャリアシップ、コミュニケーション、
マーケティング、 プロジェクトマネジメントなど

●テクノロジー
プログラミング言語、データサイエンス・AI・機械学習、
クラウドコンピューティング、ソフトウェア開発・設計、セキュリティなど

●クリエイティブ
3D/アニメーション、CAD、ウェブデザイン、グラフィックデザイン、写真など



内容

コース数
※2025年9月時点

約24,800コース
日本語：約1,600コース 英語：約10,700コース
他言語：約12,500コース
※新規追加コース数：週60コース

強み

●世界中13億人のビックデータに基づいた、グローバルトレンドに沿った講座を提供
●実践的な講座が多さ
●ビジネス・テクノロジー・クリエイティブと幅広くカバー
●スキルトレンド、ジョブカテゴリによるキャリア開発目線での学習体験

AI活用機能

●レコメンデーション
学習者のキャリアパスに基づいたスキルとコースを提示

●AIコーチング
自身の目指すキャリアに合わせて目標設定を行うことで、ランダムに探すのではなく、学習データや
個人プロフィールを元にキャリア目標に合わせた学びを提供

●AIロールプレイ
・ ビジネスシーンで想定されるシナリオをもとにした、会話のロールプレイング
・ユーザが独自のシナリオ設定も可能
・キャリア開発のための専門的なトレーニングツールとしての位置づけ

※日本語の機能提供は2026年上期を予定
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